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永明延寿の禅思想が韓国仏教に及ぼした影響


























































































































































































































































































書名 編・著者 刊行年度 備考
1 宗鏡撮要 曇賁 1213 修禅社　正宣　重板、慧諶　誌
2 宗鏡録 延寿 1246-1248 大蔵経　補板
3 禅宗唯心訣 延寿 1251 分司大蔵都監　刊行
4 註心賦 延寿 1254 分司大蔵都監　刊行
5 万善同帰集 延寿 未詳（1071-1275推定）
高麗国知密城郡蛍原寺
住持沙門　僧亮　命工彫板



















































































































































































































































































































































































 　　裝幀：線裝本、巻事項：巻上中下、張数：113張（序： 1 張／巻上：35
張／巻中：張次第 1 -第45張／巻下：32張）、欠落・重複：無、図表：無、
匡郭形態：四周単辺、匡郭種類：半郭、匡郭のサイズ：21.4×15.2、界線：
無界、行字数：11行21字、註表記：音釈双行／欄外書、版口：白口、
魚尾：上下向黒魚尾、冊サイズ：28.7×17.3.
16　関景仁についての記録は明代の『尚友録』などに出てくる。彼の詩の中で「鳧
鷖亭」などが残っており、蘇軾（1036-1101）が彼に宛てた「謝関景仁送紅
梅栽」二首が伝わる。
17　阮元『両浙金石志』巻十七「元景徳禅寺碑」「当五季呉越銭氏有国時、錫名
保安禅院。宋景徳中、勅天下郡県置景徳寺、故易今額。」〔50r,cf.https://
ctext.org/library.pl?if=gb&file=27896&page=96〕。北宋時期は郡県ではな
く、州県であったために、本論議と関連しては、当時、両浙路の東側に位
置した州と県に属する景徳寺を調べてみた。
18　【表 3 】北宋時期両浙路東側の州県に属する景徳寺
州 属県
景徳寺
有無
内容 出典
杭州 10 ×
越州 8 ×
明州
明州 ○
景徳寺：子城東南二里、旧号鄞江院。唐清泰
元年建、黄朝大中祥符元年（1008）賜今額。
寺有教院在西偏。嘉定十三年火廃為民居。
宋・羅濬『（宝慶）
四明志』巻十一
5 中
鄞県
○
天童山景徳寺：県東六十里。晋永康中僧義興、
誅茅縛屋。…皇朝景徳四年（1007）賜今額。
宋・羅濬『（宝慶）
四明志』巻十三
‒ 93 ‒
秀州
4 中
嘉興県
○
嘉興郡治距西五里為景徳禅寺。…宋景徳中、
勅天下郡県置景徳寺、故易今額。
阮元『両浙金石志』
巻十七「元景徳禅
寺碑」
蘇州
5 中
昆山県
○
景徳寺：在県西南二百五十歩。東晋成帝咸和
二年王珉捨宅為寺、賜宝馬為名。…唐国一禅師
道欽受業於此。皇朝景徳三年（1006）勅改今額。
宋・凌万頃『（淳祐）
玉峰志』巻下
19　元敬・元復『武林西湖高僧事略』「五代智覚寿禅師」「建隆二年、忠懿王請
為永明第二代。居十五年、衆常二千、署智覚号。」（『新纂大日本続蔵経』77,
583c15-16）。
20　文冲『慧日永明寺智覚禅師自行録』「第一百八。常纂集製作祖教妙旨『宗鏡録』
等、法施有情、乃至内外捜揚、寄言教化、共六十一本、総一百九十七巻。『宗
鏡録』一部百巻、『万善同帰集』三巻。」（『新纂大日本続蔵経』63,164c18-
21f）。
21　『万善同帰集』と関連する内容は、朴仁錫2014bに依拠した。
22　高橋亨1914a・1914b.
23　『朝鮮仏教通史』（CBETA,B31n0170_p0786b24）〔下,935-936〕。
24　円宗は『宗鏡録』に二十四回出てくるが、そのうち巻第一「標宗章」「謂此
円宗難信難解、是第一之説、備最上之機。」（『大正蔵』48,417b8）では、延
寿が自身の宗旨を円宗と称している。
25　『朝鮮仏教通史』（CBETA,B31n0170_p0855b1）〔下,1210〕。
26　退翁性徹（1981, 7 ）、『宗鏡録』巻第一（『大正蔵』48,419c17-18）。
27　退翁性徹（1981, 8 ）。
28　柳幹康（2015,143-253）。
29　第 4 章の内容は、朴仁錫2016に依拠した。
